
　　　　

令和7 年 3 月 1 日

あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念
どんな障害があっても『生』を受けたときから、一人の人間として大切に育てられ、大人として基本的人権を尊重されなければなりません。
私たち一路会は、どんな障害がある人たちも住み慣れた地域社会の中でその人らしい自己実現・自立的生活が送れるよう地域生活支援を推進してまいります。

事業所名 放課後等デイサービス十彩 作成日支援プログラム

①	対象や外部環境の適切な認知…絵カードやパーテーション等を用い、認知しやすい環境設定を行っています。
②	認知の発達と空間・時間・数等の概念形成の習得…自立課題等を通して支援を行っています。
③	適切な行動の習得…個々に合わせ、絵カードなどの視覚的なツールを用い、支援を行っています。

①	言語の形成と活用…自立課題や、挨拶や報告など発声を促す機会を増やす等し、言語の形成および活用を促しています。
②	コミュニケーションの基礎的能力の向上…集団活動を通じてコミュニケーション能力を高めていきます。
③	コミュニケーションの手段の選択と活用…ジェスチャー・ことば・絵カード等を用い、意思表示の幅を広げていくよう支援をしています。

①	他者との関わり…職員に何でも相談できる関係づくりを目指しています。また、他利用者とうまく関係を構築できるように支援を行っています。
②	自己の理解と行動の調整…絵カード等を用いて、自分の気持ちを自ら伝え、セルフコントロールできるよう支援を行っています。
③	仲間づくりと集団の参加への支援…集団活動を通して、ルールや役割、人との距離感などを理解し、社会性の向上を目指しています。

支援方針
1.生きる力をはぐくむ　2.自己実現を尊重し支援する　3.本人・家族のニーズに誠実に応え、普通の暮らしが出来るようなサービスを構築する
4.地域生活の実現のために、地域生活システム・権利擁護システムを構築していく　5.地域社会への理解を深める

営業時間 送迎実施の有無
平日　10：00～19：00
休日　09：00～18：00

主な行事等 四季のイベントに合わせた創作活動、調理活動、企画型余暇支援等

（別添資料１）

家族支援 ご家族との情報共有 移行支援
高校卒業後を見据え、自立課題や集団活動を通して、必要な能力の獲得お
よび向上を目指す

地域支援・地域連携 学校、医療機関、短期入所との連携や調整 職員の質の向上 法人内研修、外部研修への積極的参加を推奨

支　援　内　容

①	健康状態の維持・改善…利用時の健康状態を保護者や学校機関と共有、確認します。
②	生活のリズムや生活習慣の形成…手洗いや身だしなみなどを習慣化できるよう支援しています。また、個々に応じて食習慣の向上を支援しています。
③	基本的生活スキルの獲得…準備・片付け・掃除などを自分で行えるように支援しています。

①	姿勢と運動・動作の向上…散歩や体操など身体を動かす活動を設定し、支援しています。
②	保有する感覚の特性に対する対応および活用…個々に合わせ、活動の設定、環境の設定をしています。
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